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　桑葉々質判定上における細胞液屈折率なレ・しこれから　　　　箱2実験一信州大燦：繊維学部桑園の職魯llll23／ll口のr11刈

求めた細胞液濃度の測定意義について著者らは数年来研　　　仕立の春蛋lll：川桑を川いたが，供試品租療弛勢－1：・改良爪

究を行い，その利川価値を1鵬1忍したが，tl，1来はヒとして　　　返および改良櫓桑であ署｝。各品種とも1】if年（1954年）に
　　　　　　　　　　　　　　　1）・－・6）
艮秋蚕用桑についてジミ験を行つた。本報告は春蛋用全31｛　　夏切を行い，今春繭芽ll【1長した全芽について5月101：iか

における細胞液屈折率の測矯意｝転について遮求したもの　　　ら6月30「1までの50「1間に10［－1に1．　lililずつ6圃にわたり

であつて，空として古条上における金芽の箔k部位によ　　　実験第1と1司様に5ヵ所の部位の金芽をとり，これを構

る糊包液屈折率の相違，捌・を構成す礪燦購｝の脹　 成す翻身の細1泡漸蜥率の測定を行い，1司時に各部位

状態と細胞液鳳折、騨との関係（実験第1），　品不重による　　　の全芽についてその新梢の伸提状態をも測寵した。

金芽の新梢の伸畏状態の相違と細胞液雇i折率との関係　　　　細胞液搾汁前の予措は熱殺法により，1窄出した細胞液

（実験第2）について追求し，胤折率の測定による細胞　　　の屈折率の測箆はアッベの屈折計を用いた。この醸から

液濃慶が春蚕用全芽の身ミ質判霊1：どのような利用価傭を　　　細】」捜液中の司’溶性物質のlll姜度（％）を求めた。実験力法

有するかを明らかにしようとしたものである。　　　　　　　の詳細については藷i皆らの既往の報告を参照されたい。

実験材料および方法　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果

　第1実験一・信州大学1裁維学部桑園の栽植22年日の【zl・1メ1J　　　笛1実験一第1図には島の内の春蛋用全i封：を構成する

仕立の鵬の内を用いた。鵬の内は前年（1953年）に夏切　　　葉↓牙の細胞液濃鷹が全芽の着［三位ll‘Lにより，また生長時

し，それ以後に仲畏した2年生の枝条から繭芽伸長した　　　期によりどのような変化を示すかが図示してある。これ

企芽を供試した。2年生枝条の蒲生全芽数を5等分し，　　　によると，全芽の細胞液濃度は窮1回測建の5月18日か

上部から1・∬・皿・W・Vの5ヵ所の部分について3　　　ら第4園測矩の6月19日までは各部位ともに生長の時期

芽ずつを1まとめとし，5月18Flから6月28日までの40　　を追つてしだいに高い1直を示すが，最終圃の測定日たる

日間にわたり，ほぼ10日おきに5回生長の時期を追つて　　　6月28日にはほとんどの部位において顕著な低下を示す

各部位の全芽ごとに金芽を構成する葉身を1まとめとし　　　ことが明らかである。また同一枝条の全芽の蒲生部位に

て細胞液屈折率の測定を行つた。なお同時に各部位の全　　　ついて細胞液濃度を比較してみると，測気三時期の早い5

芽について，これを構成する桑粟葉身の葉身長の測定を　　　月18　El・5月27日においては下都に蒲生する全芽は上部

も行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に漸生する金芽に比してこの値が高いが，それよりもお

一一・ @一一…一一一一一一一一　．’一…｝一一　trr．．－tttt　『一一一7　　そい11寺期では逆に、L部の全芽の方力高い1直を示すように

＊第7回゜第1胴躰蘇鞍「蹄破脚院撒斜こ @なる．次にこれ暁芽を構成する糊の期長が鋪の

，、謙学繊撒、～　　　　　新融・概蒲噺・二によ・どの・・に変化す・か・

＊＊＊長野梨蛮業試験場松本支掛　　　　　　　　　　　　　各金芽について示したのが第2図である。これによると
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刺はり」・方の｝禰：（1・rr・皿）の全芽では，6月19　力豊第3図である。まず騨に・ついてみると，一・般に紺i・i

l≡1までこれら金芽新梢の上・中音llの桑葉葉身において将　　　の伸長：駈とはひじように少ないが，中央の部位の全芽のみ

に顕著な生長がみられるが，それ以後になると葉身の生　　　は6月201－1まで明らかな伸長を示しているのに対し，改

畏が鍬てくるのに対し口ぐ加部位（IV）では顕≡；純　 麟返では舗1付：と棚らかなイ帳を示し，カ9かでも中

坐長を示すのは6月9日まで’幡り・それ以後σ塒期で　央部の甥は特に顕・鞭観ゴづ激脳繰・σは前2

は僅かにその全踏を構成する上部の葉身にのみ生長がみ　　　者の新梢の生良とは著しくおもむきを異にし，最．ヒ位の

られるにすぎない・次に最コぐ伽）部位（v）で1ま生長が　金芽のみがおそ嫁で圭脹を続けているが，そのfLlの部

比較的顕著であるのは5月30rlまでで，それ以後は上部　　　位ではほとんど生長が起つていないth次に細胞液濃度を

の期にのみ僅か姓炎が｝i’忍められる繊で，他の）’i／i　！，il　みると鯛・では恕番期の測，蹴とも1ま劇．映の鋼・灘li

部位に比1咬して金芽全体の生艮鍬はひじように少ないこ　　　く，上方および下方の全芽は低い1直を旗しており，中央

とがみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の金芽はその仰長生長に伴つて生侵の時期を糸養過するに

　第2実験一・与平・改良爪返および改良癬桑の者企；芽の　　　したがいしだいに濃度が高くなるが，最上位および2番

新梢の伸長状態と細胞液濃度の変fヒボ罷過とを示したもの　　　口の全：芽ではあ霰り新梢の生長は，胆らないが，下方の全
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芽に比し時期を追つて顕著な値の増加がみられる。改良　　　し，これと各全芽の新梢の伸長生長との関係を考察した。

凧返での変化経過をみると，中央位の全芽は他の部位よ　　　まず与平における各部位の全芽の新禰の伸長量は他の

り常に細胞液濃度は高く，これより遠ざかるにしたがつ　　品種に比して極めて少ないが，ただ中央位の全芽のみは

て低い傾向がみられるが，測定の終り頃になると最上位　　　明らかな仲長を示していて，一方細胞液濃度も生長の進

および2番目の全芽の値は下部のものに比しそうとう高　　　むにしたがつて増大している。これは中央位の全芽は生

くなることが認められる。しかし与平とは異なつて全芽　　　長初期から中期に向つてしだいに成熟葉の数を増して物

の着生部位による細胞液濃度の相違は比較的少ないのみ　　　質生産力が高まり，物質充実慶も増加するためと思われ

ならず，各部位の全芽とも生長に伴つておそくまで細胞　　　る。また上方の全芽では新梢の伸長はあまりみられない

液濃度の上昇がみられ，与平における中央位の全芽と似　　　のに細胞液濃度がしだいに高まるのは，それ自体の物質

たような変化を示している。次に改良魯桑についてみる　　　生塵のほかに下方よりの養分の移動・転流によつて値が

と，全芽の着生部位による細胞液濃度の分布には一定の　　　増大したものと考えられる。次に改良爪返の細胞液濃度

傾向を認めがたいが・最上位の全芽では新梢の生長に伴　　　の変化経過と新梢の生長との関係であるが，これについ

って細胞液濃度が順次高まることが示されており・あた　　　ても前述と同様なことが推定される。すなわち改良煎返

かも与平の中央位の全芽・改良爪返の各全芽に似たよう　　では各部位の全芽ともおそくまで生長を続け，細胞液濃

な変化を示す。それ以下の全芽では伸長はほとんどみら　　度も全芽新梢の伸長に伴つて徐々に高い値を示している

れないが細胞液濃度は時期を追つていくぶん増加の傾向　　　が，生長の最も盛んな中央位の全芽の細胞液濃度は他の

にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部位のものより濃度が高く，成熟葉がしだいに増加する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことによつて細胞液濃度が高まることが明らかである。
　　　　　　　　　考　察　　　　　中央位以外の全芽でも帳｝、伴つて細撒濃度踊大す

　以上の実験結果を通覧すると，春蚕用全芽の細胞液濃　　　るが，生長停止の早い下方の全芽ではそれのおそい上位

度はそれらの全芽を構成する葉身や新梢の生長状態と密　　　の全芽に比して濃度の上昇はにぶく，生長の後半期では

接な関係があることがうかがわれる。すなわち第1実験　　　上位の金芽の細胞液濃度の方がより高くなるようであっ

における島の内では，全芽葉身の細胞液濃度は生長初期　　　て，新梢の伸長と細胞液濃度の増大とはあい伴つて起る

の5月18日から生長後半期の6月19日までは各部位とも　　傾向が認められる。また改良魯桑における両者の関係を

順次高い値を示し，6月28日になると顕著な濃度低下を　　　みると前2者とほぼ似た現象がみられるが，全芽の着生

示している。これはちようど葉身の生長が6月19日まで　　部位による細胞液濃度の差はさほど顕著でない。改良魯

は盛んであるが，それ以後になるとその生長が衰えてく　　　桑の全芽伸長は最上位の全芽においてのみ顕著に起り，

ることとあい関連している。このことは全芽葉身の細胞　　　その他の部位での伸長はほとんど起つていないが，最上

液濃度は全芽を構成する葉身の生長と密接な関係がある　　位の全芽の細胞液濃度は生長に伴つてしだいに高まり，

ことを意味するものであつて，生長初期から中期・後期と　　生長初期から中期に向つて特に顕著に増大し，生長旺盛

生長が進むにしたがつて細胞液濃度が上昇するのは，こ　　　なこのころにおいて特に物質生産力が高まつたものと考

のころの葉身の旺盛なる生長によつて桑葉は幼若葉から　　えられる。それ以下の部位では全芽の伸長はほとんどみ

成熟葉に移り変わり，盛んに炭素同化作用を行つて同化　　　られないが，それ自体の炭素同化作用や物質合成的代謝

物質生産量が増し，また葉の成熟に伴つて葉内の可溶性　　　作用の上昇や古条あるいは地下部からの物質の転流によ

物質の含有量が増加したためと解せられる。それ以後に　　　つてしだいに細胞液濃度が高まつたものと推定される。

おいて顕著な細胞液濃度の低下がみられるが，これはそ　　　　以上述べたように2年生枝条に着生する全芽の細胞液

のころ各全芽を構成する葉がほとんど生長を停止し，老　　　濃度は，全芽を構成する葉身の生長や新梢の生長と密接

退期の葉が多くなることによる炭素同化作用の低下のた　　　な関係があることが明らかであり，著者らが先に夏秋蚕

めに同化物質量が減少し，また葉の粗剛化に伴つて葉内　　　用桑について幼若期の葉では細胞液濃度が低く，成熟葉

の可溶性物質含有量が低下したためと考えられる。　　　　　ではそれが比較的安定した高い値を示し，老退期の葉に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）2）4）
　次に第2実験の結果についてであるが，ここでは全芽　　　なるとまた低下することを明らかにした既往の実験を裏

の着生部位による細胞液濃度の相違を生長時期別に比較　　　書きし，春蚕用全芽でも同様のことが認められるものと
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推定できる。したがつて全芽の細胞液濃度を測定する三　　　　　引用文献
とによつて全芽を構成する桑葉の綜合的物質充実度換冒

すれば全芽の葉質判定に有効に利用されうるものと考え　　　1　田口亮平・園原好美：信大繊報，1・1～11（1951）

られ、る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　－。一：日蚕誌，234，253～260（1954）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　－・手塚昭三・一：同誌，235，279～285

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1954）

　　　　　　　　　摘要　　4＿。園原好美：信大繊報，5，1～4（1955）
1．　春蚕用全芽の葉質判定上における細胞液屈折率ない　　　5　－・北島格次：同誌，7，1～4（1957）

しこれから求めた細胞液濃度の利用価値を知るために，　　　6　－・園原好美：同誌，8，1～5（1958）

（i）島の内を用い古条に着生する全芽の着生部位によるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
れらの値の相違および全芽を構成する桑葉の生長に伴つ

て生ずるこれらの値の変化を全芽を構成する桑葉葉身の　　IFor　the　rearing　of　silkworms　at　the　late　sp「ing

生長状態と対比し，さらに（ii）与平・改良承返・改良魯　　　season　it　is　the　customary　method　to　use　the　whole

桑等において，全芽を構成する桑葉の細胞液屈折率ない　　　young　shoots　which　grow　from　winter　buds　upon

しこれから求めた細胞液濃度が全芽の古条上における着　　　the　two　years　old　mulberry　stems・In　the　p「esent

生位置および生長の時期によつてどのように変化するか　　　experiment　we　determined　the　refractomet「ic

を，全芽の新梢の伸長状態との関係において追求した。　　　concentration　of　the　expressed　juice　from　all　leaves

2．島の内を用いた実験1において，全芽を構成する桑　　　which　composed　each　shoot　in　various　growth

葉葉身の生長が進行して成熟葉が増加するにしたがつて　　　conditions．　From　the　exPerirnent　we　obtained

その細胞液濃度は）5頁縮まり，9・長末期になつて期の　f・11・wi・g　result・・the　cell　sap・・ncent「ati°n

生長が衰え老退期の葉が多くなると細胞液濃度は低下す　　　of　the　leaves　which　compose　one　shoot　is　changed

ることが認められた。また同様な関係が全芽の着生部位　　　with　the　state　of　growth　of　all　leaves　upon　the

によつてもうかがえた。すなわち生長の初期には下方の　　　shoot　accompanied　by　its　stem　growth・and　is

全芽の細胞灘度は上位のものより高V・が，その時期を　d・・ermi・・d　acc・・di・g　t・th・p「°P°「ti°ns°f　y°ung

すぎると逆に上位のものの値が高くなる。これは上位の　　　1eaves，　mature　one，　and　senescent　ones　which

全芽の葉身の方が下位のそれよりおそくまで生長を続け　　　attach　to　the　stem　of　the　shoot；thus　we　can

ることによつて，上位の全芽におV・て戒熟葉卿」合が増　」・dg・t・ace・t・i・d・gree　th・feed　q・・lity°f　eve「y

したためと解される。　　　　　　　　m・lberry・h・・t　by　d・termi・i・g　the　ref・act°met「ic

3．供試した3品種の新梢の生長1犬態をみると，与平で　・・nce…ati…fthe　e・p・essed　juice　f「°m　all　leaves

は各部位を通じてほとんど生長が起らなかつたが，改良　　　which　compose　a　shoot．

駆で略部位の全芽とも縢姓長を示し特｝・中央位　（L・b・・a…y・fM・1berry　T・ee　G「°wing　and

の全芽ではそれが著しく，改良魯桑では最上位の全芽の　　　Plant　Physiology，　the　Faculty　of　Textile　and

みに顕著な生長が起つたが，他の部位ではほとんど生長　　　Sericulture，　Shinshu　University）

がみられなかつた。一方細胞液濃度は各品種とも生長旺

盛な部位において高い値がみられ，そのような部位では

新梢の生長に伴つてしだいに細胞液濃度は上昇した。

4．　このように春蚕用全芽の細胞液濃度は，全芽を構成

する葉身の生長や新梢の生長状態によつて変化するもの

であり，各全芽を構成する桑葉の物質充実度を総合的に

示すものであつて，全芽の成熟度ないし葉質を判定する

上に有効に利用され得るものと考えられる。


